
書式第 12号 (法第28条関係)

事 業 報 告 用

令和 5年度 事 業 報 告 書

特定非営利活動法人 だ一ちゃらば

1 事業の成果
令和 5年度は、不登校の子供が利用できるフリースクール運営を中心に置き、下記の通り事業を行っ

た。豊島区近辺在住で CSWや教育センターからの紹介で問い合わせが増加傾向にあり、この地域におけ

るフリースクールのニーズの高さがうかがえる。

昨年度豊島区から受託している若者等がつくる若者の居場所応援事業の『だちゃカフェ』は今年度も契

約が継続され、平日の夕方と月に一度モノ作りができる居場所支援を実施した。

以下、各事業の詳細を報告する。

(1)子ども若者の居場所作り事業
豊島区にある法人事務所にて、不登校などを理由に日中の居場所を必要とする子どもが利用で

きるフリースクールを運営した。今年度は 184日 開室し、のべ 418人を支援した。フリースクー

ルでは学習支援に加え、コミュニケーションスキルの向上を目的としたプログラム、調理、創作

など人生を自由に歩むためのスキルを育むために必要な幅広い分野の体験学習を実施した。

豊島区からの受託事業であるだちゃカフェは毎週木曜日と金曜日の 16:00‐ 18:00、 第二土曜日

はだちゃカフェスペシャルという名で 13:00‐ 15:00にお菓子作リワークショップを実施した。延

べ 146人が利用した。今年度から平日の夕方の枠での活動の開始となったこともあり、授業終わ

りの大学生の利用が多くみられた。土曜日のだちゃカフェは社会人や遠方に住んでおり平日の利

用が難しい方の利用が多くみられる。継続利用者が非常に多く、利用者にとつて居場所的役割を

担えたと考えられる。

(2)メ ンタルヘルスに関わる相談及び検査事業

不登校の子どもを対象としたオンラインカウンセリングや、不登校の子どもを抱える保護者を

対象とした個別相談、集団相談会などを実施。延べ 63名を支援した。

検査事業については希望される方がいなかったため実施しなかった。

(3)子ども若者のメンタルヘルスに関わる啓発事業
今年度は助成金や区。他団体とのコラボイベントや、子ども支援事業に携わる大学生ボランテ

ィアを対象とした研修会など、延べ 87名 を支援した。昨啓発事業の詳細を以下に示す。

● 『桜丘高校キャリア講演会』:高校以来
● 『キッズカフェ体験』:コープみらい助成
● 『豊島区ふくし健康祭り』:豊島区受託
● 『ボランティア研修会』:だ―ちゃらぼ主催
● 『お寺 deジャズ』:だ―ちゃらぼ協力

(4)外部団体に対する研修講師派遣およびコンサルティング事業
児童発達支援を実施する特定非営利活動法人 ADDSに所属する支援者を対象とした人材育成

講座へ講師派遣をし、4名 を支援した。



2 事業の実施に関する事項
(事業費の総費用 【6,678】 千円)
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書式第 13号 (法第 28条関係)

令和 5年度

事 業 報 告 用

活動計算書 (その他事業が上.い場合)

単位 :円
盆 腱 小 計・ 合計
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書式第 15号 (法第 28条関係 )

令和5年度 貸借対照表
事 業 報 告 用

利活動法人 や iF

単位 :円
小 計 ・ 合 計金  額

産  の  部
動 量産

現金預金

未収金

棚卸資産

1,447,626
177,600

0

1,625,226

資産合計  ・・・① 1.625.21

定量産

(1)有形固定責産

(2)無形固定資産

(3)投資その他の資産
敷金

役員貸付金

300,000
2,710,342

3,010,342

30108`
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.産合計  ・・・②

4,635,568【A】 資 産 合 計 ①+②
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負債 合計  ・・・ ④ 3,456,(
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446,547
718,534
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4,635,568【B】 負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 【B-1】 +【 B-2】

【
`



16 28

1

令和 5年度  計算書類の注記 事 業 報 告 用

特定非営利活動法人 だ―ちゃらぼ

重要な会計方針
計算書類の作成は,P法人会計基準 (2010年 7月 20日  2017年 12月 12日 最終改正 岬0法人会計基準協議会)に よって
います。
(1)棚卸資産の評価基準及び評価方法

(2)固定資産の減価償却の方法

(3)引 当金の計上基準

(4)施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理

(5)消費税等の会計処理
消費税の会計処理は,税込み方式によっています。

2.事 業別損益の状況
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I 経常収益
1.受取会費
2.受取寄附金
3.受取助成金等
4.事業収益
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4 使途等が制約された寄附金等の内訳
使途等が制約された寄附金等の内訳 (正味財産の増減及び残高の状況)は以下の通りです。
当法人の正味財産は   円ですが、そのうち   円は、下記のように使途が特定されています。
したがって使途が制約されていない正味財産は   円です。

5.固 定資産の増減内訳

6.借 入金の増滅内訳

役員及びその近親者との取引の内容

役員及びその近親者との取引は以下の通りです。

その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするために必要な

事項

事業費と管理費の接分方法

その他の事業に係る資産の状況
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書式第 17号 (法第 28条関係 )

令和 5年度 財産目録
事 業 報 告 用

だ―ちゃらぼ

合 計

1,447,626

177.600

177,6()0

子ども若者の居場所作り事業未収金

棚卸資産

現金預金
手元現金
巣鴨信用金庫普通預金
三菱UFJ銀行普通預金

産 合 計 C 1.625.

什器備品

(1)有静目定貴産
車両運搬具

借地権

(2)無移日定資産
ソフトウェア

3∞,∞0

よЮ,0∞
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~の

資産
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2
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■ 口 の】

2,724,829
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り

源泉徴収税

未払金
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未払金 (立替分)

2_724_壼 1 僣 合 計 (

3,456,000
3,456,000

退職給付引当金

長期借入金
巣鴨信用金庫借入金

,働槽 合 ‖ 3_456

ll

6,180,829【B-1】 負 債 合 計 ③+④

-4 255,603【B-2】 正 味 財 産 合 計 【A】 ― 【B-1】



書式第 18号 (法第 28条関係 )

事 業 報 告 用

令和 5年度年間役員名簿 〈前事業年度において役員であったことがある全員の氏名及び住所又は層断並びにこれらの者についての前事業年度における報酬の有無を記載した名簿)

特定非営利活動法人だrちゃ二」二

1 確認事項 (法第20条及び第21条を確認の上、チェックを入れてください。)

□以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係 )
□各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第 21条関係)

2 役員一覧

役 名
どちらかにO

(フ リガナ) 前事業年度内の

就任期間
報酬を受けた期間

(該当者のみに記入)
氏   名

1 ①
監事

v)n" elli 20234「

2024年

4月

3月

1日

31日

年  月  日

年 月 日松葉 百合香

2
〇
監事

カノウ カナ 20231F

2024年

4月

3月

1日

31日

年

年

月

月

日

日加納 佳奈

3 監事

カツラカ
゛
ワ タイスケ 2023年

2024年

4月   1日

3月   31日

年  月  日

年  月  日桂川 泰典

4 理事〇

lyr. at|r 2023年

2024年

4月

3月

1日

31日

年  月  日

年  月  日吉田 昌弘

5 理事・監事

年  月 日

ロ年 月

年  月  日

年   月   日

6 理事・監事

年 月

月

日

日年

年  月  日

年  月  日

7 理事 。監事

年  月  日

年  月  日

年  月  日

年  月  日

8 理事 。監事

年  月 日

日年 月

年  月  日

年  月  日

Ｏ

υ 理事
。監事

年: 月 日

日年 月

年  月  日

年  月  日

10 理事・監事

年  月 日

日年 月

年 月

月

日

日年



書式第 4号 (法第 10条・第 28条関係 )
設立・事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿)

特定非営利活動法人だ一ちゃらぼ

氏   名

1
松葉 百合香

2
加納 佳奈

3 吉田 昌弘  

4 高橋 鮎美

5
秋葉 杏樹

6 高橋 友梨香

7 廣瀬 史佳

8
池田 寛人  

9
佐々木 香

10
立川 菜花

11

12




